
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
会

二
O
二
二
年
五
月
八
日
(
日
)

読
書
と
伝
承

一
昔
話
に
よ
る
生
活
文
化
の
伝
承
に
つ
い
て

伊

東

達

也

三
島
由
紀
夫
と

『オ
l
ル
讃
物
』

ー

〈無
視
さ
れ
て
き
た
作
品
群
〉
を
読
む
|

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
懇
話
会

(
卒
業
論
文
発
表
会
)

二
O
二
三
年
二
月
四
日
(
土
)

転
化
す
る
歌
と
付
与
す
る
手
紙

|
道

綱

母

の

思

惑

|

水

田

朔

吾

『浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
十

六

段

本

考

紀

実

歩

大
手
拓
次
の
詩
に
お
け
る
蛇

片

海

帆

翻
訳
映
画
に
お
け
る
女
こ
と
ば
の
文
末
表
現

ー
字
幕
に
注
目
し
て
|

山
口
方
一言

「
ソ」

「
ホ
」
に
つ
い
て

主主主，

二子

案

報

えh
Z三三

第
四
七
回

第
三
六
回

ニ
O
二
二
年
度
講
義
題
目

大
学
院

日
本
語
論

(
古
代
語
)

日
本
語
論
(
現
代
詩
)

日
本
語
論
演
習
(
古
代
語
研
究
)

日
本
語
論
演
習
(
古
代
詩
文
献
講
読
)

中高 橋安安安 和

:n:: 

さ
お
り

平原 本

愛萌

本

真

回本本

真真

日
本
語
論
演
習

(現
代
語
研
究
)

日
本
語
論
演
習

(現
代
語
文
献
講
読
)

日
本
文
学
論

(中
古
)

日
本
文
学
論

(
近
世
)

日
本
文
学
論
(
近
代
)

日
本
文
学
論
(
近
現
代
)

日
本
文
学
論
演
習

(中
古
文
学
研
究
)

日
本
文
学
論
演
習
(
中
古
文
学
講
読
)

日
本
文
学
論
演
習

(近
世
文
学
研
究
)

日
本
文
学
論
演
習
(
近
世
文
学
講
読
)

日
本
文
学
論
演
習
(
近
代
文
学
研
究
)

日
本
文
学
論
演
習
(
近
代
文
学
講
読
)

日
本
文
学
論
演
習

(近
現
代
文
学
研
究
)

日
本
文
学
論
演
習

(近
現
代
文
学
講
読
)

梨花

学
部

日
本
語
学
概
説

(古
代
語
)

日
本
語
学
概
説

(現
代
語
)

日
本
語
史

日
本
語
学
特
殊
講
義

(古
代
語
)

日
本
語
学
特
殊
講
義

(
現
代
詩
)

日
本
語
学
基
礎
講
読
(古
代
語
)

日
本
語
学
発
展
講
読
(古
代
語
)

日
本
語
学
基
礎
講
読

(
現
代
語
)

日
本
語
学
発
展
講
読
(
現
代
語
)

弓学弓弓

野尾 森和和中野 尾尾森森野中中安安安和安安和手口手口

回回元元 坂坂 崎 崎野野元 坂崎 野本回本本回本本回回

昭千 正

弘学学雄佳

さ
お
りI

A
 

「
r
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寸

V
旬
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ネ
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ネ
主，，ml

i
 

雄必
臣

ふ
h
仏
m

昭千千 正正BB 

月

i
巧

d

さ
お
り

さ
お
り

真

弓~ 
ザー

真真

弓弓
ぷ4
寸ー

真真

弓弓尚子学



日
本
語
学
演
習
(
古
代
語
)

日
本
語
学
演
習
(
現
代
語
)

日
本
語
学
卒
論
基
礎
演
習

日
本
語
学
卒
論
発
展
演
習

日
本
語
学
卒
論
基
礎
演
習

日
本
語
学
卒
論
発
展
演
習

日
本
文
学
史
(
中
古
)

日
本
文
学
史
(
近
世
)

日
本
文
学
史
(
近
代
)

日
本
文
学
特
殊
講
義
(
中
古
)

日
本
文
学
特
殊
講
義
(
近
世
)

日
本
文
学
特
殊
講
義
(
近
代
)

日
本
文
学
特
殊
講
義
(
近
現
代
)

日
本
文
学
基
礎
講
読
(
中
古
)

日
本
文
学
発
展
講
読
(
中
古
)

日
本
文
学
基
礎
講
読
(
近
世
)

日
本
文
学
発
展
講
読
(
近
世
)

日
本
文
学
基
礎
講
読
(
近
代
)

日
本
文
学
発
展
講
読
(
近
代
)

日
本
文
学
基
礎
講
読
(
近
現
代
)

日
本
文
学
発
展
講
読
(
近
現
代
)

日
本
文
学
演
習
(
中
古
)

日
本
文
学
演
習

(
近
世
)

日
本
文
学
演
習
(
近
代
)

日
本
文
学
演
習
(
近
現
代
)

安安安和手口野尾森野尾森和中野野尾尾森森中中野尾森中

本田本本回回元坂崎野元元坂坂崎崎野野元坂崎野坂崎野

真真真昭千正正千刀口さ
お
りーム

『
戸
守
ψ

昭千千正正目白さ
お
り

さ
お
り

正千昭さ
お
り 学弓

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習

弓弓学学弘弘雄佳

二
O
ニ
二
年
度
卒
業
論
文
題
目

日
本
語
学
・
日
本
文
学
分
野

指

導

教

員

和

国

学

音
韻
構
造
か
ら
み
た
オ
ノ
マ
ト
ペ

山
口
方
言
「
ソ
」
「
ホ
」
に
つ
い
て

播
州
方
言
の
特
徴
と
そ
の
使
用
実
態

大
学
生
の
挨
拶
表
現
「
お
疲
れ
様
」
の
使
用
実
態
と
意
識

長
崎
方
言
に
お
け
る
目
的
格
助
詞
「
の
」
「
ば
」
の
使
用
差
牟

雄佳弘雄雄佳 {圭

指

導

教

員

安

本

真

弓

「
大
丈
夫
」
の
新
用
法
に
つ
い
て
の
研
究

女
性
を
形
容
す
る
言
葉
に
つ
い
て

「
か
な
し
」
の
通
史
的
研
究

ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
の
傾
向
と
分
析

ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
大
学
生
用
の
比
較
を
通
じ
て
|

翻
訳
映
画
に
見
ら
れ
る
女
こ
と
ば
の
文
末
表
現

ー
字
幕
に
注
目
し
て
|

虫、雄佳

野野尾尾森森高 川高中末穴筒中干高

坂坂崎崎野野回尾松原上井安井キナ本

昭千千正正

雄雄佳佳弘弘

目白裕美 龍愛 狐

人梨斗

。。
門
/

平友

稜

稀琴子

ネ奇梨

乃

明

花



佐
賀
県
の
方
言
語
集
研
究

ー
西
部
地
区
の
若
年
層
を
中
心
に
|

山

口

大

指

導

教

員

森

野

正

弘

『と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
お
け
る

「ら
し
さ」

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
の
脱
却

古

菜

々

美

『源
氏
物
語
」
の
求
愛
表
現
に
関
す
る
研
究

|
光
源
氏
の
「
ま
め
」
を
め
ぐ

っ
て

|

『源
氏
物
一
詰
』
に
お
け
る
女
性
の
自
立

-
紫
の
上
の
出
家
を
め
ぐ
っ

て
|

転
化
す
る
歌
と
付
与
す
る
手
紙

-
道
綱
母
の
思
惑
|

伊
勢
物
語
に
お
け
る
「
男
」
の
紡
復

ー
退
廃
へ
の
傾
斜
|

虚
構
世
界
か
ら
抽
出
す
る
音
楽
の
力

越
境
す
る
音
に
導
か
れ
て

指

導

教

員

尾

崎

千

佳

『浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
十
六
段
本
考

『雨
月
物
語
」
「青
頭
巾
」
の
主
題

|
院
主
の
執
着
を
中
心
に
|

『奥
の
細
道
』
推
敵
考

正
岡
子
規
に
お
け
る
字
余
り
論
の
形
成

『万
葉
集
』
の
「
寒
し
」

下中71< 向キナ紀吉宮松野

賀間

美

村

真
惟
子

田

朔1

井

統

田

佳
乃
子

実

田村 笹

万
里
式
市

奈

緒渉香

原

百

す佐

指

導

教

員

野

坂

川
端
康
成

「古
都」

-
三
度
の
映
画
化
か
ら
見
る
日
本
の
ふ
る
さ
と
観

梶
井
基
次
郎

「
棒
様
」
の
研
究

は
や
み
ね
か
お
る
作
品
に
お
け
る
児
童
文
学
観
と
幻
想
性

太
宰
治

「道
化
の
華
」
論

有
川
浩

『旅
猫
リ
ポ
ー
ト
』
に
お
け
る
語
り
と
主
題

大
手
拓
次
の
詩
に
お
け
る
蛇

小
川
未
明
童
話
に
お
け
る
動
物
と
は
何
か

-
戦
争
と

〈か
ら
す
〉
の
関
わ
り
を
中
心
に

村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
論

安
部
公
一房
『
笑
う
月
』
に
お
け
る
改
稿
に
つ

い
て

啄
木
短
歌
に
お
け
る
死
の
表
現
の
推
移
に
つ

い
て

京
極
夏
彦

『姑
獲
鳥
の
夏
』
に
見
る
母
親

遠
藤
周
作

『悲
し
み
の
歌
』
論

罪
意
識
の
違
い
と
罪
の
変
化

松

綾
辻
行
人
の
館
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
館
の
扱
い
方
と
そ
の
遷
移+叶

4

1
ま

T安土
口

日百

雄

i* 三E
CI 基歩

中
原
中
也
の
作
品
に
お
け
る
空
間
表
現
に
つ
い
て

永
井
路
子

『姫
の
戦
国
』
論

石中目 藤川品
中、7片西 大河原堀

本橋

悠あ
か

介 り

平元 江 弁

青唯

海 美

月帆

口 村 王村

友
里
乃

龍

哉

康

佑常
木瑛

-79-

日

j胤

望

本

恵
利
佳

岡 井 上

洋 i裏

美義

i憂



二
O
二
二
年
度
学
会
委
員
・
会
計
監
査

代

表

委

員

和

国

学

実
行
委
員
安
本
真
弓
(
庶
務
・
会
計
)

綾

野

爽

永

(
3年
)

吉

本

森

野

正

弘

尾

崎

千

佳

野

坂

昭

雄

伊

東

達

也

中

原

豊

(

一

九

八

二

金

戸

大

田

直

子

(二

O
O
三
院
)
末
松

日

高

友

江

(

二

O
O
六
院
)

佐
々
木
朔
太
郎
(
二

O

一O
院
)

奥

嶋

明

子

(

一

九

九

二

吹

屋

執
筆
者
紹
介

寺

本

中

元

伊

東

林徳椙

旭

二

O
二
三
年
卒
業

山
口
大
学
人
文
学
部

山
口
大
学
人
文
学
部

特
別
会
員
、
山
口
大
学
名
誉
教
授

一
九
九

O
年
卒
業
、
福
岡
工
業
大
学

特
別
会
員

村永

さ
お
り

達

也
展美

知光伸

中
元
さ
お
り
(
編
集
)

一
稀

(
3
年
)

委

員

清
高
(
一
九
八
二
)

昌
子

O
O
六
院
)

会
計
監
査

葉
子
(
二

O
O
四
院
)

O
編
集
後
記

『山
口
国
文
』
第
四
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
口
す
に
は
、
昨
年
度
の

研
究
懇
話
会
(
卒
業
論
文
発
表
会
)
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
た
論
文
一
本
、

五
月
の
研
究
発
表
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
た
論
文
二
本
の
ほ
か
、
投
稿

論
文
二
本
、
ト

1
ク
ル

1
ム
二
本
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
学
外
の
先
生
方
な

ど
か
ら
の
ご
投
稿
に
よ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
論
文
を
纏
め
る
こ
と
が
で
き
、
学

会
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ご
投
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
対
面
授
業
が
復
活
し
、
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
も
少
し
ず
つ
に
ぎ
や
か

な
様
子
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
姫
山
祭
も
昨
年
十
一
月
に
対
面
方
式
で

久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
徹
底
や
入
場
制
限
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
か
つ
て
の
光
景
と
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
よ
う

や
く
大
学
生
活
を
実
感
で
き
る

一
年
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に

顔
を
合
わ
せ
て
関
係
性
を
築
い
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
づ
い
た
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
も
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
な

形
で
の
教
育
と
研
究
の
場
が
展
開
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
研
究
発
表
会
と
研
究
懇
話
会
は
、
両
方
と
も
対
面
方
式
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
研
究
懇
話
会
で
は
、
各
ゼ
ミ
の
代
表

一
名
ず
つ
が
卒
業
論
文

を
も
と
に
し
た
発
表
を
お
こ
な
い
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
は
コ

1
ス
や
ゼ
ミ
で
の
活
動
も
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
学
会
ら
し

さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
研
究
発
表
会
、
研
究
懇
話
会
に
つ
き
ま
し
で
も
、
今
後
も
皆

様
に
広
く
こ
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
本
学
会
の
さ
ら

な
る
充
実
に
向
け
、

ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『山
口
国
文
』
編
集
部

-80 


